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平成 28 年３月期第２四半期業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 27 年 5 月 14 日に公表いたしました平成 28 年３月期第２四半期業績

予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせするとともに、役員報酬の減

額の継続を決定いたしましたのでお知らせいたします 
 

記 
 

１. 平成 28 年３月期第２四半期業績予想値と実績値との差異について 
 
(１) 平成28年３月期第２四半期業績値（平成27年４月１日～平成27年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

1,310 
百万円

10
百万円

0
百万円 

0 
円 銭

0

今回実績値（Ｂ） 1,108 △34 △40 △41 △2.67

増減額（Ｂ－Ａ） △201 △44 △40 △41  

増 減 率（％） △15.4 ― ― ―  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 27 年３月期第２四半期） 
1,019 △152 △148 △150 △9.80

 

 

２. 差異の理由について 
当第２四半期累計期間につきましては、今期予定の受注活動は概ね予定通り推移しているものの、

一部の注力案件については、受注及び売上時期が下期に集中することから、売上高は前回発表予想を

下回りました。 
損益面につきましては、売上高は期初計画を下回って推移したことから、十分な利益の確保が困難

な状況となりました。 
この結果、営業利益、経常利益、四半期純利益が前回発表予想は下回りました。 
なお、通期につきましては、第３四半期以降に大型案件の受注が見込まれることから、通期業績予

想の変更はございません。 
  



 
３. 役員報酬の減額について 
 

当社は、平成 28 年３月期第２四半期業績予想値と実績値との差異を真摯に受け止め、今後の業績向

上を期すべく、平成 27 年４月より実施しております取締役の役員報酬の減額につきましては、10 月

以降も減額を継続いたします。 
 

(１) 対象期間 
平成 27 年 10 月から平成 28 年３月まで 

 
 

（注）上記予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、今後の様々な要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。 
 

以 上 


